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社会との関わり

常に環境への影響を考慮しつつ、CSR調達の推進、お客様

満足度の向上、従業員の安全、人権の尊重などを実践し、ス

テークホルダーに安全・安心を提供します。

CSR調達の推進

お客様やパートナー様をはじめとするステークホルダー

の皆様から信頼され選ばれる企業であるために、CSR調達

を推進します。「調達基本方針」に基づき、「行動指針」に従っ

て企業倫理や社会常識から逸脱しないよう努めています。

また、パートナー様に対しては「CSR調達ガイドライン」に

則した公正かつ公平な取引や企業倫理と法の遵守、環境へ

の配慮などをお願いしており、サプライチェーン全体でCSR

調達を図ります。

2017年度は、パートナー様へアンケートへの回答をお願

いし、「CSR調達ガイドライン」各項目について実態把握を

行い、新規のお取引きに際しても類似のアンケートを依頼

します。

Nittoグループは、パートナー様と共存共栄し、すべての

ステークホルダーから信頼される企業を目指します。

Nittoグループの
調達活動における
基本的な考え方

パートナー様への
期待事項

調達活動に関わる
者の行動基準

調達
基本方針

行動指針 CSR調達
ガイドライン

CSR調達

グリーン調達基準

廃棄製品供給生産

製品での環境貢献 地球温暖化対策 資源の有効利用 廃棄物削減

パートナー様 従業員 お客様

■環境負荷の低減

グリーン調達
紛争鉱物への対応

■CSR調達の推進
安全文化の醸成、法令対応

■従業員の安全

児童労働・強制労働の禁止、人権啓発
■人権の尊重

■化学物質の適正な管理

お客様満足度調査
製品品質の確保

■お客様満足の向上

環
境
へ
の
取
組
み
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原材料購買 研究開発

Nittoグループは、研究開発から廃棄に至るバリューチェーン全体において社会へ及ぼすあらゆる影響を考慮するとともに、…

事業を展開するすべての国・地域の法の遵守とその精神を尊重し、企業としての社会的責任を果たしています。
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グリーン調達

Nittoグループでは、環境に配慮されているパートナー様

から、環境負荷の少ない資材を優先的に調達するグリーン

調達を進めてきました。

2017年度初め、国内グループでは「グリーン調達基準書

第6版」発行にあたり、新たにグリーン調達についてパート

ナー様への要請事項を見直し、加えて取組みを把握するた

めチェックリストを改訂しました。今後は、海外グループに

おいても基準書の運用を推進していきます。

紛争鉱物への対応

原材料に含まれる化学物質およびNittoグループで製造

される化学物質について、適正な情報管理のもと、製品に含

まれる化学物質の情報を適切かつ迅速にお客様に開示して

います。特に、紛争鉱物※に関しては不使用の方針を打ち出

し、パートナー様のご協力のもと、情報を提供しています。

※	紛争地域で産出され、武装勢力の資金源となっている鉱物。

環境への取組み

地域はもとより地球規模までの環境に配慮し、誠実に環

境負荷低減に努めます。

環境負荷の低減

Nittoグループの事業活動では多くの化学物質を使用す

るため、環境への影響が懸念されます。例えば、有機溶剤は

粘着テープの製造過程で気化し、無害化処理を行っても微

量の有機溶剤ガスが大気中に排出されます。化学物質以外

にも、生産に伴い多くのエネルギー、原材料および水を使用

し、CO2排出や廃棄物、排水による環境への悪影響も懸念

材料となります。これらを受けて、Nittoグループは「気候変

動、資源枯渇、水危機、生物多様性の減少への対応」を重要

課題と位置付け、中長期計画ではCO2排出量およびトルエ

ン大気排出量、廃棄物排出量の削減目標を設定し、その実現

を目指しています。その他の環境負荷物質についても、各国

法令などを遵守するだけでなく、これまでもPRTR※1対象物

質などの大気排出量削減を図ってきました。要求される基

準より厳しい社内基準を定め自主的な管理に努めています。

※1	PRTR:Pollutant Release and Transfer Registerの略。化学物質排出移
動量届出制度。

地球温暖化対策

地球温暖化対策として工程・装置の省エネを進めていま

す。エネルギー使用量が多い主要拠点では、「エネルギー見

える化システム」導入により詳細なモニタリングが可能とな

りました。これにより、エネルギー削減を要する装置・製造

工程を特定すること、改善による削減効果の確認が容易に

なりました。

また、これまで一部国内拠点に導入しているコージェネ

レーションシステム※2を、2016年度新たに欧州グループ会

社にも導入したことで、エネルギーの効率的な利用が可能に

なり1,400ton/年規模のCO2削減が見込まれています。

その他、モントリオール議定書で採択された特定フロン

の生産停止を受け、Nittoグループでは、2016年度特定フ

ロン機器自体を全廃する方針を掲げました。日本、台湾、米

国、欧州エリアは2020年までに、その他グループ会社では

2030年までに特定フロン機器を全廃します。すでにグルー

プ全体の使用状況を把握し、計画的な機器更新を開始しま

した。

今後もグループで情報を共有しつつ、地球温暖化対策を

進めていきます。

廃棄物削減

Nittoグループは、マテリアルフローコスト会計（MFCA※3）

を推進しています。原材料やエネルギーロスを見える化し、ム

ダな資源の削減を図る環境管理手法ですが、私たちは「まてふ

ろ」と呼び、廃棄物削減に活用しています。

サプライチェーンの実践に関するMFCA国際標準化にお

いて主導的な役割を果たし、2017年3月のISO14052の

発行に貢献しました。サプライチェーンを含めた組織への

MFCA導入が期待されています。

その他、危険廃棄物は、社外で適正な処理を行うとともに

その処理方法などについてグループ内で情報を共有してい

ます。

資源の有効活用

ディスプレイや電子デバイスの製造工程で発生する排水

は、適切に処理して放流するだけでなく、自社メンブレン製

品を活用するなどして社内リサイクルを行い、資源を有効活

用しています。

※2	コージェネレーションシステム:石油やガスなどを燃料として発電した際
に生じる廃熱を同時に回収するシステム（熱電併給）。

※3	MFCA：Material Flow Cost Accountingの略。環境会計手法の一つ
で、製品に関わる資源やエネルギーのロスに着目し、物的・金銭的両面か
らムダを可視化することができる。MFCAは、2011年にISO国際標準化
（ISO14051）された。

お客様満足度の向上

お客様に満足していただける製品、サービスをお届けす

るためにさまざまな活動を行っています。

品質確保のため、製品の故障や不具合を事前に予測し防

止策を講じる分析手法FMEA（Failure Mode and Effect 

Analysis）を用いた活動、製造拠点に関わらず同じ品番の

製品は同じ品質を保つべきというSBSQ（Same Brand 

Same Quality）活動、人財の育成に励んでいます。2016

年度は、過去に発生した品質不具合事例を活用し、研究開

発段階まで遡った未然防止策を実施して最大限お客様の要

望に応えるようにしています。

また、品質を損なうことなく納期通りに製品をお届けす

るために、尾道事業所や豊橋事業所を皮切りにフォークリ

フトにドライブレコーダーを搭載し、社内物流における事

故防止に努めています。なお、2014年度から順次進めてき

た韓国、台湾、中国における物流管理体制構築の完成を見

て、一層の物流効率化が期待できます。このほか、お客様が

必要とされる化学物質などの性状や取扱いに関する情報を

迅速かつ適正に提供しています。

こうしたことで、Nittoグループが提供するすべての製

品・サービスは、国内外のお客様・市場から高く評価をいた

だいておりますが、より一層の製品・サービスの向上を実現

するため、定期的にお客様満足度調査を実施し、その結果

を関係部署にフィードバックしています。

化学物質管理体制の強化

Nittoグループは、各国・地域の法規制変化への迅速な対応を強化すべく、エリア主体の化学物質管理体制の構築を進めています。
2016年度、構築状況の確認および問題点把握のため、規制化学物質を多く取り扱う拠点を中心に現状調査を行いました。各国・地域

の法令や原材料情報は、エリア主体での管理が実現されていたものの、中間品や製品の情報の大半は、いまだに日本での一元管理となっ
ていることがわかりました。
2017年度は、拠点の化学物質情
報の管理状況に応じた改善計画を
作成し、すべてのエリアが主体と
なった管理体制を目指します。

■一元管理からエリア主体の管理へ
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■NOx、SOx大気排出量（単体）

2016年度

NOx 11

2016年度

SOx 225

環境データ集

単位：ton

原材料購買 生産研究開発 廃棄製品供給

Inputs

Outputs
有機溶剤 1,222 ton

CO2量 875,037 ton

排出量 149,310 ton

リサイクル量 102,602 ton

排水量 3,375,609 m3

汚濁物質（COD）
排出量 11 ton

リサイクル量 916,886 ton

電力購入量 771,482 MWｈ

蒸気購入量 23,674 GJ

軽油・A重油購入量 3,851 kL

LPG購入量 1,863 ton

天然ガス・都市ガス購入量 2,247,685 GJ

LNG購入量 42,168 ton

太陽光発電・グリーン電力 39,836 MWｈ

その他（ガソリン・灯油等） 24,962 GJ

購入量 63,603 ton

リサイクル量 17,217 ton

有機溶剤

飲料用・生活用水（上水道）
 3,251,317 m3

工業用水 1,267,903 m3

地下水 2,341,225 m3

水

大気排出物 廃棄物 排水/公共用水域

エネルギー

■マテリアルフロー図

ISO14001：亀山事業所　2015年版移行認証取得

亀山事業所は複数の事業部門とグループ会社を含む組織で構成され、これまでは拠
点長をトップとした事業所単位で運用してきました。2015年版への移行では、環境マ
ネジメントシステムの要求事項を組織の事業プロセスに統合することが課題の１つで
した。この課題の解決に向け、各事業部門の長をISOのトップマネジメントとする体制
への変革を試み、管理職全員を対象とした外部講師による社内研修などを実施しまし
た。こうした活動により、2016年3月に亀山事業所はISO14001：2015年版の認証
を取得しました。
現在、これをモデルケースとしてタスクフォースチームを発足し、グループ全体へ展
開しています。

亀山事業所で開催された社内研修の様子

■総エネルギー投入量 ■廃棄物排出量

■CO2排出量（Scope1+2） ■廃棄物リサイクル率

■取水量 ■有害廃棄物排出量

■汚濁物質（COD）排出量/公共用水域 ■PRTR大気排出量（単体）

2014年度 2015年度 2016年度

日本 4,385,508 4,218,336 4,321,749 

米州 245,444 377,032 1,173,438 

欧州 342,474 353,345 304,411 

アジア・オセアニア 1,781,411 1,732,841 1,808,486 

合計 6,754,837 6,681,554 7,608,084 

2014年度 2015年度 2016年度

日本 74,658 73,365 75,079 

米州 7,532 8,370 11,423 

欧州 9,697 10,426 10,902 

アジア・オセアニア 66,040 57,893 51,905 

合計 157,927 150,054 149,310 

2014年度 2015年度 2016年度

日本 540,689 521,562 505,267 

米州 27,059 37,430 72,555 

欧州 44,090 44,919 47,177 

アジア・オセアニア 241,294 233,983 250,039 

合計 853,132 837,894 875,037 

2014年度 2015年度 2016年度

日本 92 93 98 

米州 23 17 20 

欧州 57 56 97 

アジア・オセアニア 31 28 31 

合計 61 61 69 

2014年度 2015年度 2016年度

日本 4,328,713 4,171,581 4,140,776 

米州 580,896 719,810 666,267

欧州 85,351 88,057 82,641

アジア・オセアニア 2,202,531 1,966,708 1,970,761 

合計 7,197,491 6,946,156 6,860,445 

2014年度 2015年度 2016年度

日本 6,114 6,248 8,363 

米州 438 495 2,033 

欧州 656 654 597 

アジア・オセアニア 37,311 30,055 23,823 

合計 44,519 37,452 34,816 

2014年度 2015年度 2016年度

日本 15.1 11.4 9.0 

米州 0 0 0 

欧州 0 0 0 

アジア・オセアニア 2.2 2.0 2.1 

合計 17.3 13.4 11.1

2014年度 2015年度 2016年度

トルエン 437.1 585.7 590.3 

キシレン 8.9 9.0 5.1 

ノルマルヘキサン 10.6 11.5 10.1 

アクリル酸ブチル 2.6 3.1 0.3 

アクリル酸2-…
ヒドロキシエチル 0.2 0.1 0.0 

単位：GJ 単位：ton

単位：ton 単位：%

単位：m3 単位：ton

単位：ton 単位：ton


